
（福島県相馬市長 提出資料）

【市長撮影】 2011.3.12 10：30

東日本大震災の経験から

1

被災の状況 【市長撮影】

H23.3.12 10:30

2

一夜明けて 自衛隊による救出

H23.3.12 6:30

孤立者を救助する自衛隊員

3

増え続ける避難者

市体育館に避難する相馬市民

H23.3.11～

避難所を地域単位でまとめる

↓

コミュニティを失わないこと

4最大４, ５４４名（H23.3.12）



仮設住宅での障がい者・買物弱者支援

H23.7月～

リヤカー販売員 16人
身障者訪問チェック員 10人

（被災者を臨時雇用）

被災仲買業者が設立した

ＮＰＯ「はらがま朝市」から仕入

5

身障者188人を戸別訪問・相談

孤立防止、コミュニティの維持

PTSD対策 相馬フォロアーチーム

教育委員会との連携子どもや教師のカウンセリング

H23.4.20～

学習支援 仮設住宅声への訪問相談

6

孤独者対策「仮設住宅に給食配給」

H23.6.27～

仮設住宅入居時に、米30kg(1人),調理器具を配給

一般世帯

おかず２品 → 集会所で配給

学校給食室で調理 → 配給夕食

7

1500世帯

年3.２億円

高齢者世帯

独居世帯

ご飯 + おかず

→ 集会所で会食

被災者の健康管理

H23.9.19～9.25

問診、診察などの健康チェック

健康状態についての相談

ご支援いただいた医療関係者の皆さん

8

毎年実施

H25：7/13～
7/19


